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文化資源学のかくも不純な欲望

Such an Impure Desire of Cultura1 Resources Studies 
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「文化資源j という聞き慣れない言葉をはじめ

て耳にしたのは、二000年、ジュネーヴ留学か

ら戻り、博士論文を書きながら、東大のフランス

文学研究室で鍵閉め係をしていたころだと思う。

時おり、仏文の教員たちの会話に rT先生には文

化資源の仕事があるから…j という言葉が含み笑

いとともにささやかれる場面を目撃することがあ

り、ルネサンス人文主義を現在に生きるディオゲ

ネスのようなあの教員に何か人目をはばかられる

後ろ暗い趣味でもあるのであろうか、その文化資

源というのは一体海のものか山のものかと人知れ

ず心を騒がせたものだった。

しかし、噂も聞いているうちは気楽なものだ

が、いざ目の前に現れると面食らうものである。

タ閣が安田講堂の輪郭をぼやかし、三四郎池の周

囲を鴻たちにかわって嬬幅たちが飛び周り始める

刻限、各部屋の施錠を確認し、辞書室と呼ばれる

共同研究室と廊下の明かりを消し、漆黒の閣の中

で地上に降りるエレベーターの到着を待っている

と、フロアの暗聞から突如ぬらりひょんが現れ、

rT先生はいますかj とだしぬけに問うてくるで

はないか。口から半分飛び出してしまった心臓を

飲み込み、部屋にはもう誰もいない旨を震える声

で伝えると、もちろんぬらりひよんではなかった

その人物はまた来るぞという風情で閣の中に音も

なく消えていった。のちにそれは文化資源学研究

室の社会人学生であったことを知ることになるの

だが、当時のわたしにとって、その体験は怪談以

外の何ものでもなかった。

たしかに、夜さりつ方、昼間の学生たちが姿を

消すとともにやや年季のいった人々がどこからと

もなく法文二号館に集まってくるという風景が、

本郷キャンパスのあらたな風物詩となり始めた時

期であった。二十一世紀の曙光とともに、明治開
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設の旧態依然とした東大文学部にも何かが起こり

つつある気配を誰もが風の中に感じ取っていた。

その後、この得体のしれない I文化資源j とい

う言葉が実体を持ち、あろうことかその研究室が

現実に法文二号館の二階の一角に存在することを

発見したのは、博士論文提出後の二00五年、「死

生学j という同大の研究プロジェクトの研究員を

していたときだった。わたしの通う三階の研究員

詰所に行く途上にあったその部屋には、空手道場

のような按配で「文化資源学研究専攻j と大きく

書かれた縦書きの看板が、曇りガラスのはめられ

た不必要に巨大な扉の横にかけられていた。関係

者以外の者が道場に入ってよいのは道場破りをす

るときだけであり、よもや自分が「文化資源学J

道場の扉を叩き、その曇りガラスの向こう側に住

まう日が来るとは想像だにしなかった。

二00七年四月、文化資源学研究室の扉を叩い

た。もちろん道場破りのためではなく、そこに職

を得たからである。着任問もない五月、最初に与

えられた大仕事は、神田祭附祭復元プロジェクト

への参加だった。復元と言うと大仰だが、平たく

言えば時代考証をへて再現された仮装行列への参

加である。わたしは大江山凱陣で酒呑童子を退治

した源頼光の部下の渡辺綱になった。昨年までは

ふくいくたる香りを身にまとわせた(というイ

メージが一般に持たれる)フランス文学者とし

て、ランボーやボードレールの詩の一節を口ずさ

み、バタイユやデュラスという難解な現代作家た

ち、バルトにデリダ、 ドゥルーズといったフラン

ス現代思想家の著作に親しむ日々を過ごしていた

わたしが、仏文の仲間たちに自分の武者姿の写真

を見せて回ったとき、彼らはわたしがフランス文

学の正道から大きく足を踏み外してしまったと感

じたようである。以後、かつてT先生に与えられ

ていたのと同じ「含み笑いj がわたしにも付きま

とうようになった。

その後、四年にわたって、文化資源学研究室で
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は助教を、文化資源学会では事務局を務めていく

ことになるが、その経験は知らず知らずのうち

に、わたし自身の研究の方向に大きな転機をもた

らしていたらしい。その最たるものの一つが、作

品分析の手法の変化である。つまり、 作品は、そ

れ自体の構造の分析だけでなく、作品が生み出さ

れた時代と社会を抜きにしては語れないというこ

とを、文化資源学との関わりを通じて痛感させら

れた。仏文では目の前の作品と向かい合う技術を

叩き込まれたとすれば、文化資源学ではその作品

と作家を生み出した時代と社会、また、それを再

評価 ・ 復元しようとする時代と社会を考えること

を叩き込まれたと言える。

その結果として、わたしは文学作品も含めて芸

術と一般に呼ばれているものを、第ーには美的な

鑑賞物として、第二には作家の思想なり信条の表

現として、第三には時代や社会のエピステーメー

が貫かれた資料として、すなわち少なくとも三つ

の角度からアプローチする習い性がついてしまっ

た。この三つが手を取り合うときは良いが、時に

排他的関係におちいることもあり、そうした場合

は「純・文学研究j ではなく 「不純・文学研究J

となってしまうこともあるように思う。だが、 世

間の潮流を眺めるに、いまやこの不純 ・ 文学研究

が主流となってきたようであるから、居心地は別

段悪くなってはいない。

もちろん、方法だけでなく、研究対象にも変化

が見られた。「文化j という言葉に端的に見られ

るように、もっぱら「文j に関する専門教育を受

けてきたわたしであったが、最初は職務上の義務

感から、後には進んで参加した「遠足j という名

のフィールドワークから刺激を受けて、その興味

の対象は視覚資料、物質文化、 芸能・無形文化へ

と大きく広がった。 町角で見かける記念碑や銅

像、炭鉱や紙芝居や芸術祭が研究対象になるとも

考えてもみなかった。とりわけ、価値の定まって

いない対象物に対しでも、先の三つの角度からア

プローチすることで、興味深い問題が芋づる式に
連なって掘り出されてくるのは驚きだ、った。

あの扉を叩いてから、はや十年が経った ・

今、文化資源学とは何かと問われたとしたら、学

術研究が対象としてこなかった文物や現象、極端

な場合、ゴミとみなされていたものから、過去や

現代を読み解く資料を見出したり、また、次世代

の文化を作り出す資源を見つけ出したりする作業

にあると答えたいと思う。それは、 言ってみれば、

アカデミズム界のニッチ産業である。しかし、含

み笑いとともに受け入れられていたこの産業もい
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まや市民権を得るどころか、むしろ主流派になり

つつあるのではないだろうか。こうなると逆に文

化資源学もまた、初発のゲリラ的で不純な転覆力

を失っていくおそれもないとは言えない。

得体のしれない名称で名指されていた一群の研

究が、一つの学問領域として公式に聖別されるの

は喜ばしいことであろう。それはそ こに携わった

人々の優れた仕事の成果であり祝福したい。しか

しながら、わたしがおののき、また、魅了される

ことになった文化資源学の魅力とは、まさしくそ

のニッチ感、周縁性にあった。文化資源学とは、

おそらく、その対象に静的に結びつくものではな

く、むしろ、動的に、つねにその研究領域のフロ

ンティアを開拓していくその精神にあるのではな

いだろうか。したがって、 周縁的なものが中心的

になっていくのが当然な流れだとしても、光があ

ればつねに影は存在する。文化資源学は、エピク

ロス哲学におけるクリナーメンのように、絶えざ

る逸脱の運動を指し示す学問行為として、つねに

その「不純J 性を、文学部すらからも失われつつ

あるその不良な感じを継承し続けていって欲しい

ものである。
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